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論 文 内 容 の 要 旨 
[目的] 経胸壁ドプラ心エコー図による冠血流予備能はカットオフ値を2.0未満とすると、左前下行枝の有意狭
窄診断に有用である。本研究の目的は冠危険因子をもつ集団において冠血流予備能は低下するが、有意狭窄診
断の適切なカットオフ値は検討されていない。本研究の目的は冠危険因子をもつ集団における適切なカットオ
フ値を検討することである。 
[方法] 対象は冠動脈疾患が疑われ、冠動脈造影を施行した連続138例で、経胸壁心エコー図を用いた左前下行
枝の冠血流予備能測定を行った。5－7MHzの高周波探触子を用いてカラードプラで左前下行枝血流を描出し、
パルスドプラを用いてその血流速度を計測した。冠血流予備能はアデノシン三リン酸を持続静注（0.14mg/kg/
分）した際の平均拡張期血流速度を安静時での速度で除したものとした。冠危険因子（糖尿病、高血圧、高脂
血症、喫煙）の有無は病歴または血液検査より診断した。測定結果と冠動脈造影結果を比較検討した。 
[結果] 冠動脈造影によると30例で左前下行枝に有意狭窄を認めた。有意狭窄のある群とない群を比較すると、
冠危険因子の有無や血液検査結果には有意差を認めなかったが、冠血流予備能は有意狭窄のある群で有意に低
下していた（1.4±0.6 vs. 3.2±0.8, p <0.0001）。冠血流予備能のカットオフ値と有意狭窄診断の感度、特
異度との関係を検討すると、最も適切なカットオフ値は2.0未満であった。そのカットオフ値の感度と特異度
はそれぞれ90%と93%であった。ロジスティック回帰分析を行うと、冠血流予備能に最も強く関連しているのは、
冠危険因子の有無ではなく、冠動脈の有意狭窄の有無であった。 
[結語] 経胸壁心エコー図の冠血流予備能測定を用いた左前下行枝の有意狭窄診断の適切なカットオフ値は、冠
危険因子をもつ集団においても2.0未満であった。カットオフ値を2.0未満とすると、左前下行枝の有意狭窄
診断において感度、特異度共に高率であった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
[目的] 経胸壁ドプラ心エコー図による冠血流予備能のカットオフ値を2.0未満とすると、左前下行枝の有意狭
窄診断に有用である。冠危険因子をもつ集団において冠血流予備能は低下するが、有意狭窄診断の適切なカッ
トオフ値は検討されていない。本研究の目的は冠危険因子をもつ集団における適切なカットオフ値を検討する
ことである。 
[方法] 対象は冠動脈疾患が疑われ、冠動脈造影を施行した連続138例で、経胸壁心エコー図を用いた左前下行
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枝の冠血流予備能測定を行った。5－7MHzの高周波探触子を用いてカラードプラで左前下行枝血流を描出し、
パルスドプラを用いてその血流速度を計測した。冠血流予備能はアデノシン三リン酸を持続静注（0.14mg/kg/
分）した際の平均拡張期血流速度を安静時での速度で除したものとした。冠危険因子（糖尿病、高血圧、高脂
血症、喫煙）の有無は病歴または血液検査より診断した。測定結果と冠動脈造影結果を比較検討した。 
[結果] 冠動脈造影によると30例で左前下行枝に有意狭窄を認めた。有意狭窄のある群とない群を比較すると、
冠危険因子の有無や血液検査結果には有意差を認めなかったが、冠血流予備能は有意狭窄のある群で有意に低
下していた（1.4±0.6 vs. 3.2±0.8, p <0.0001）。冠血流予備能のカットオフ値と有意狭窄診断の感度、特
異度との関係を検討すると、最も適切なカットオフ値は2.0未満であった。そのカットオフ値の感度と特異度
はそれぞれ90%と93%であった。ロジスティック回帰分析を行うと、冠血流予備能に最も強く関連しているのは、
冠危険因子の有無ではなく、冠動脈の有意狭窄の有無であった。 
[結語] 経胸壁心エコー図の冠血流予備能測定を用いた左前下行枝の有意狭窄診断の適切なカットオフ値は、冠
危険因子をもつ集団においても2.0未満であった。カットオフ値を2.0未満とすると、左前下行枝の有意狭窄
診断において感度、特異度共に高率であった。 
よって、本研究は経胸壁心エコー図の冠血流予備能測定を用いた冠動脈左前下行枝の有意狭窄診断の適切なカ
ットオフ値が、冠危険因子を持つ集団においても2.0未満であることを示したことから、本研究者は、博士（医
学）の学位を授与されるのに値するものと認められた。 
